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不在配送問題：宅配事業の拡大により、不在配送による損失も深刻化
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配達者 利用者

本当に困る。いつ伺っても
不在・・・まさに無駄骨

時間指定して不在っ
てどういうこと？

受取るのに、ずっと待ってい
なければいけないって何かお
かしい

予定は変わるのだか
らしょうがない



AIと電力データを用いて配送ルート表示を可能にして、不在配送問題を解決

資料 Delivery Route Optimization Through Occupancy Prediction from Electricity Usage, 2018 IEEE 42nd Annual Computer Software and Applications 
Conference、 2018 ACM-ICSCA Privacy enhancement for delivery route optimization through occupancy prediction

効果概要

§ スマートメーターより取得可能な電力データから配送
対象家庭の在・不在をAIが予測
(現状は、本人承認に基づくBルート連携）

§ AI予測に基づき、不在先を回避するルートを配送担当
者に案内(配送担当者は推奨ルート情報のみ提示され、
在不在自体は連携されない）
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§ 不在配送（日本全国で年間
２０００億円以上のコス
ト）の大幅な削減見込みを
確認

東京大学における配送実験の結果

ベンチマーク
提案手法

配達成功率 不在配送数
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配達者には推奨配送先のみ示され、電力データの在・不在は見えない
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現在、当社が抱えている課題に対する対応策として、

電力データを用いて荷受人の在・不在を判断することで、
不在配達を回避し、不在再配達が削減される。

という仮説のもと、電力データによる荷受人の在・不在の判断が不在再配達の削減
に有効であるか確認するため、プロトタイプシステムを用いた実証実験を行います。
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スマートメーター
１番
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３番

４番

５番不在配送回避
システム

現状 導入後

電力データ

再配達ゼロを目指す

実証実験を行い、削減効果の実証と電力データ活用の必要性を世間に示していく
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電力データ活用による不在配送解消の期待される効果と論点

■期待される効果
－不在配送がもたらす、利用者（荷受人）側のストレス解消など
－データ･AI活用による産業生産性の向上
－不在再配達削減に伴う様々な効果
・CO2削減に伴う環境改善
・効率的な配送に伴う労働環境改善
・宅配クライシスの解消

■セキュリティ
－個人情報の取り扱いは、高いセキュリティが担保される必要がある

■電力データ活用の円滑化
－不在配送問題の解消等、社会的意義が認められる用途についての、円滑
な電力データ連携の実現を求めたい
－電力データ活用の同意取得にあたり、中立的組織による同意取得の促進、
適切な情報管理が担保されることが望ましい
（詳細参考資料）
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経済産業省/資源エネルギー庁資料抜粋
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資料 国土交通省 宅配の再配達の発生による社会的損失の試算について 平成27年8月25日 国土交通省物流審議官部門物流政策課企画室 資料抜粋
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不在先を回避した配送ルートが提示されるため、従来の手法よりも不在を特定
されにくくなる

資料 Privacy Enhancement for Delivery Route Optimization through Occupancy Prediction, Proceedings of the 2019 8th International Conference on 
Software and Computer Applications

在宅先のみを回るルートがシス
テムから提示されるので、不在
先はわからない

現状 提案システム

普通に訪問するので、不在だと
たくさんわかってしまう

配送実験における不在検知率は２％
（従来配送では23%）
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日本データサイエンス研究所（JDSC）・東京大学・佐川急便の3者で不在配送回避シス
テムの構築に向け、研究開発を進めており、2020年にプロトタイプの開発と実証実験を
実施すること、及び、共同研究開発が合意に達したことについて、2019年10月31日に
プレスリリースを実施しております。

実証実験に関するプレスリリースについて
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